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ベルギー雑記　第2回　～ 秋 ～ 

　In Japan, I am often asked whether or not 

the weather is warmer here than where I come 

from. It is usually difficult to answer because 

the difference in temperature varies throughout 

the year. In my hometown, the daily highs are 

usually below freezing in the winter, putting it 

below Toyohashi, but most of the summer the 

highs are on par with Toyohashi. In my 

experience, what is different is the feel of 

summer heat. In Ohio the summer heat is 

baking whereas in Japan the heat is simmering. 

　However, this summer has been something 

exceptional. The first odd thing that happened 

was in April when friends in Ohio told me that 

they were suffering from unseasonal weather 

close to 30℃. Toyohashi was still slow to warm 

up from winter chills at the time, and I envied 

their unseasonal heat. However, just a couple of 

months later I would learn to regret this envy 

as Japan began to enter its own record heat. 

This summer in Japan has been a seemingly 

never-ending sequence of days close to 40℃. 

Although my hometown did see temperatures 

around 35℃, it did not seem to go on day after 

day like it has in Toyohashi. This summer has 

finally made me feel that Japan is hotter than 

my hometown in Ohio. 

　As the 35℃ days continued into September, I 

wondered when the weather would ever start 

to cool down. Only when Typhoon Kompasu 

came did things finally cool down, and I think I 

have never been so happy to see a tropical 

storm. Now that autumn has arrived I might 

finally be able to enjoy persimmons that I have 

fallen in love with since coming to Toyohashi.

　豊橋市国際交流員のブライアン・

ベーカーさんのコラムをお届けします。 

何気ない日常生活の小さな発見や驚きを、思いつくまま

あれやこれやとつぶやく。。。 

第9回　夏よ、さようなら 

Goodbye Summer

ブライアン・ベーカー 

Brian Baker 

豊橋市国際交流員 

Toyohashi City Coordinator for 

International Relations

昨年まで協会ボランティアをされていた松山さんは、

現在ベルギーに在住しています。シリーズで現地で

の生活を紹介していただきます。 

【Mechelen（メヘレン）】 
　短いベルギーの夏は
あっという間に終わり、
秋をとばしていきなり冬
に突入するのかと思う
ほどここのところ寒い。
どうりで夏でもエアコン
なんて必要ないわけだ。
そういえば8月、もうすで
に中綿のジャケット着て
た人もいたなぁ。 
　私のベルギー生活も
２年目に入った。今回は
私の住んでる街、メヘレンを紹介しよう。 
　メヘレンはブリュッセルとアントワープのちょうど中間に
位置している人口約８万人の小ぢんまりとした街。それで
もその昔、この地域がまだオランダに統括されていたころ、
一時期オランダの首都がここメヘレンにあったんだ。今で
もその頃の栄華を極めた古い建物がそのまま残っている。 
　街のシンボルはこの聖ロンバウツ大聖堂。塔の高さ約
100ｍのベルギーのカトリック総本山といったところ。メヘ

レンは高い建物がな
いので街のどこから
でもこの塔が見える。
でもてっぺんをよく見
てみて。塔なのにと
んがっていない。本
当はこの倍くらいの
高さの塔になるはず
だったけけれど、別
の城塞の建設のた
め塔の資材が使わ
れてしまい、建築が

中断になったまま今の姿になったんだ。この塔、有料だけ
ど階段でてっぺんまで昇ることができる。538段。もちろん
私も挑戦した。あいにくの天気で寒かったけれど、頂上
から見る景色は最高。翌日筋肉痛で最低。 
　また、メヘレンはカリヨンの街。カリヨンは両拳、両足で
叩くように弾くかなり体力のいる楽器。この聖ロンバウツ
塔から素敵な鐘の音となって聞こえてくる。クラシックな曲
から意外とポップなものまでレパートリーも幅広い。ベルギー

で唯一、カリヨン学校があるのもここメヘレン。世界各国
から選りすぐりの生徒さん達がやってくる。 
 

【Bakkerij（ベーカリー）】 
　塔のまわりにはいろんな国のレストランや雑貨屋さん、
古い建物を利用した公共施設などが点在している。今日
はその中でも私の一番お気に入りのパン屋さんをのぞい
てみよう。日本でもおなじみのGODIVA（チョコレート屋）
と軒を連ねたこのパン屋はなんと創業1766年。何時行っ
てもたくさんの
客が行列をな
している。ベル
ギーでは１ブロ
ックごとにパン
屋があると言
っても過 言で
はない。パンは
ベルギー人の
食生活に直結
しているのだ。
彼らにはおもし
ろい食習慣が
ある。温かい
食事を1日1回取ったらあとはパン食で構わないのだとか。
日本だったら、朝はご飯に味噌汁、昼は麺類や丼物、夜
はたとえコンビニ弁当だったとしてもレンジでチンして食べ
る、というように３食温かくても何の不思議もないけれど、こ
ちらではどうもそれはやりすぎらしい。 

　おっと、私の順番
がきた 。い つもの
“Zwitsers”を注文
する。穀類がたっぷ
り入った栄養満点
の黒パン。その場で
スライスしてくれる。
何とも香ばしくてお
いしそう。これを食
べたらスポンジのよ
うな日本の食パンは
物足りなくて、もう食
べたくなくなるかも。 

街の中心に位置する 
聖ロンバウツ大聖堂とマリア像 

ここのピストレ（カリッとした丸い白パン）は 
メヘレンで1番 

“Zwitsers”は“スイスの”という意味 

　日本の天候が私の地元より暑いかとよく聞かれます

が、今までこの質問が中々答えにくかったです。なぜ

なら、年間を通じて気温の差が変わるからです。私の

故郷では冬の一日最高気温がよく氷点下を下回り、

豊橋より寒くなりますが、夏は一日の最高気温は豊橋

と大体同じぐらいです。私の経験では暑さが数値的よ

りも感覚的に違うと思います。出身地のオハイオでは

夏の暑さはパンみたいに焼ける感じであり、日本では

暑さと湿気で煮られる感じです。 

　しかし、今夏は今までの経験と違います。最初の異

変は4月にありました。オハイオにいる友人から30℃程

度の季節外れの天気になっていると聞きました。豊橋

が冬の寒気からまだ温まらないその頃は、季節外れの

陽気をうらやみました。でも、2ヶ月後に日本も記録的な

暑さに入ったら春のうらやみを後悔しました。日本の今

夏は40℃に近い日々 が終わりなく続きそうでした。私の

故郷は35℃前後の気温がありましたが、豊橋みたいに

毎日毎日連続したわけではありませんでした。今夏で

日本がオハイオより暑いと感じ始めました。 

　そして、9月まで35℃の日々 が続き、天気がいつ涼し

くなるのかと思い始めました。台風7号の襲来によりや

っと涼しくなり、台風の到来を初めてうれしく思いました。

豊橋に来てから大好物になった柿をずっと楽しみにし

ていたし、秋は大歓迎です。 

元国際交流ボランティア 

松山　智愛 
ち え 


